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令和 5 年度 公益社団法人日本補綴歯科学会 関西支部学術大会 

大会長挨拶  

 

大阪歯科大学高齢者歯科学講座 

髙橋一也  

 

 

  令和５年度公益社団法人日本補綴歯科学会 関西支部学術大会を令和６年１月 27日（土），28日（日）

に大阪歯科大学創立 100周年記念館にて現地対面形式で実施いたします．昨年に引き続き対面式で開

催できますことを，本当に幸いと感じております．今回の学術大会では「咬合と咀嚼がつくる健康長寿」をメイ

ンテーマに，特別講演，教育講演，生涯学習公開セミナーを企画しました． 

 特別講演として佐藤裕二先生（昭和大学名誉教授）に「美しい撤去 ～安心・安全で効率的な理論と実践

～」と題してご講演いただきます．また，教育講演として小野高裕先生（大阪歯科大学高齢者歯科学講座）

に「義歯治療のアウトカムを測る ―機能と患者満足度―」と題してご講演いただきます． 

そして学術大会と併催で，終了後に『「栄養摂取」と「美味しい」を守る補綴歯科』をテーマに生涯学習公開

セミナーを企画しております．内容は，長谷川陽子先生（新潟大学大学院医歯学総合研究科包括歯科補

綴学分野）に「咀嚼と栄養の科学：歯科の視点から」と題してご講演頂きます． 

 大会の 1日目終了後に懇親会を久しぶりに開催させていただきますので，交流，懇親の場となりますこと

を切に願っております．本学術大会が盛会裏に終えられますよう，講座員一同，精一杯準備していく所存で

す．多くの方々のご参加をお待ち申し上げております．  
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令和５年度 公益社団法人日本補綴歯科学会 関西支部学術大会 日程表 
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プログラム 

1 月 27 日 (土) 

13:25-13:30 開会式 髙橋一也（日本補綴歯科学会関西支部支部長） 

13:30-15:00 専門医ケースプレゼンテーション 

15:00-15:30 一般口演 

15:30-17:00 特別講演 

「美しい撤去 ～安心・安全で効率的な理論と実践～」 

  座長：髙橋一也（大阪歯科大学） 

  講師：佐藤裕二（昭和大学名誉教授） 

日歯生涯研修事業用研修コード 2699 

17:15-17:45 支部役員会 

18:00-20:00 懇親会 

 

1 月 28 日（日） 

9:00-10:10  一般口演 

10:20-11:50 教育講演 

「義歯治療のアウトカムを測る ー機能と患者満足度ー」 

  座長：柏木宏介（大阪歯科大学） 

  講師：小野高裕（大阪歯科大学） 

日歯生涯研修事業用研修コード 2608 

11:50-13:00 お昼休み 

13:00-13:30 支部総会 

13:30-13:35 閉会式 柏木宏介（日本補綴歯科学会関西支部副支部長） 

 

【併催】 

13:35-15:05 生涯学習公開セミナー 

「咀嚼と栄養の科学：歯科の視点から」 

   座長：川本章代（大阪歯科大学） 

   講師：長谷川陽子（新潟大学） 

日歯生涯研修事業用研修コード 2908 
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会場案内 
大阪歯科大学創立 100周年記念館  大阪市中央区大手前 1-4-7 

アクセス 大阪メトロ谷町線「天満橋駅」下車 ①番出口 徒歩５分 

周辺地図 
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学会に参加される皆さまへ 
 

【学会参加登録受付場所・時間】 

 場所：大阪歯科大学創立 100周年記念館 １階入口 

 日時：１月２７日 (土)  13:00〜17:00 

     １月２８日 (日）  8:30〜12:00 

【学会参加の方法について】 

１．コロナ禍の現状に鑑み，会場内では常にマスクを着用して下さい． 

２．参加者は受付にて当日会費 2,000円をお支払いの上，学術大会参加章をお受け取りく

ださい．学術大会参加章には，氏名・所属をご記入の上，身につけてご入場ください． 

３．研究発表におけるビデオ・写真等の撮影は，発表者の著作権保護のため，禁止させて

いただきます． 

４．会場内はすべて禁煙です．館内での飲食は厳禁です．（水のみ可） 

５．駐車場の用意はございませんので，お車でのご来場はご遠慮ください． 

【専門医研修単位の登録について】  

 本学術大会において専門医研修単位認定セミナーとなっているのは，支部学術大会参加

（４単位）と併催される生涯学習公開セミナー（２単位）の２つです．専門医の申請ある

いは更新を希望する場合は，支部学術大会参加（４単位）は，受付にて会員証のバーコー

ドを読取機に通してください．生涯学習公開セミナー（２単位）は，終了後に出口で会員

証のバーコードを読取機に通してください．会員証のない方は専門医研修カードを用意し

ておりますのでご記入のうえ，ご提出ください． 

【日歯生涯研修について】 

 （公社）日本補綴歯科学会支部学術大会に参加した場合には，特別研修として 10単位が

取得できます．特別研修の単位登録には，受付に設置されたカードリーダーにご自身の日

歯 ICカードをかざしてください．その他の各プログラムの単位登録は講堂入口付近に設置

されたカードリーダーに日歯 ICカードをかざして下さい． 

 いずれも受講研修登録用 ICカードがないと単位登録ができませんので，必ずご自身の日

歯 ICカードを必ずお持ちください．また，詳細は日本歯科医師会にお問い合わせくださ

い.  
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発表される先生方へ  

一般口演で発表される先生方へ  

1.発表日時・会場  
日時：令和６年１月２７日 (土)  15:00〜15:30  

令和６年１月２８日 (日)   9:00〜10:10 

場所：大阪歯科大学創立 100周年記念館 ４階大講義室 

 

2.発表方法 

１． 発表方法について 

1) 発表および質疑に関しては座長の指示に従ってください． 

2) 次演者は，発表予定時刻の 10分前に所定の次演者席でお待ちください． 

3) 全て単写とします． 

4) 演台に PCおよびレーザーポインターは用意しますので，ご自身で操作してください． 

5) 発表者ツールは使用できませんのでご注意ください． 

6) 口演時間は発表７分（時間厳守），質疑応答は２分です． 

7) 演題発表の進行操作はご自身で行ってください． 

8) 会場受付にて発表データの試写確認ならびに提出を行ってください．発表日時に関わらず

受付時間は 27日（土）1３時半～１４時半にお願いいたします．  

 

２． スライドの作成について 

1) 一般口演に使用する PC ( Windows10, PowerPoint2016) は会場で用意いたします．ご自身

の PCで発表することはできません．発表データは USB メモリにてご持参下さい． 

2) 発表ファイルは Microsoft PowerPoint (拡張子:.pptx) にて Windows標準掲載フォントをご

使用下さい． 

3) 今回の口頭発表のスライドの画面比率（アスペクト比）は 4：3で作成してください． 

4) 予備のバックアップデータを必ずお持ちください． 

 

３． 利益相反について 

発表者は該当する COIについて，発表スライドの最初から２番目のスライドに所定の様式 1-

A, 1-Bにて開示をお願いします．詳細は日本補綴歯科学会 HPを参照してください．

https://hotetsu.com/c_702.html  



 - 7 - 

発表される先生方へ  

専門医ケースプレゼンテーションされる先生方へ 

1. 発表日時・会場  

日時：令和 6年 1月 27日(土) 13:00〜13：25ポスター掲示 13:30〜発表  

場所：大阪歯科大学創立 100周年記念館 ３階 中講義室 

2. 発表方法  

1．事前に日本補綴歯科学会事務局への申請手続きが必要です. 

2．横 180 cm×縦 210 cmの展示板(横 90 cm×縦 210 cmの板 2枚分)と資料展示用 

テーブルを用意いたします．専門医制度の規約に準じてご用意ください.  

3．ポスターの取り付けは，1月 27日(土) 13:00〜13：25の間に行ってください． 

4．ご自身の演題番号の貼られた展示板の上に，ポスターを取り付けてください. (横

180 cm×縦 200 cm以内)  

5．ポスターの展示板への取り付けには，会場に用意した押しピンをご利用ください.  

6．審査開始時間の 10分前には提示の前に待機してください. 

7．審査委員の指示に従い，10分程度で内容の説明を行ってください.  

8．内容説明後，審査員の質疑に申請者ご自身が応対し審査を受けてください.  

 

3. ポスターの撤去  

1月 27日(土) 15:30〜16:00  
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一般口演   １月２７日（土）15:00-15:30 １月２８日（日）9:00-10:10 

１月２７日（土） 

口演発表１ 咀嚼，システム開発 AIモデル (15:00-15:30) 

座長 鳥井克典（大阪歯科大学） 

 

OP1．咀嚼関連パラメータと肥満の関係性 

  〇山本梨絵 1，高岡亮太 1，呉沢哲 2，木村杏紗 3，児玉宗大 3，石垣尚一 1 
  1大阪大学大学院歯学研究科 クラウンブリッジ補綴学・顎口腔機能学講座 

 2ツインデンタルクリニック 3株式会社タカラベルモント 

 

OP2．部分床義歯設計における支台歯部位の自動選択 

  ○権田知也 1，高橋利士 1，豆野智昭 1，野崎一徳 2，池邉一典 1 

  1大阪大学大学院歯学研究科 有床義歯補綴学・高齢者歯科学講座 
2大阪大学歯学部附属病院医療情報部 

 

OP3．欠損歯を含むパノラマエックス線写真における歯式検出 AIの応用可能性の検証 

  〇唐中博 1，豆野智昭 2，速水智教 1，池邉一典 2，野崎一徳 3   
1大阪大学サイバーメディアセンター応用情報システム研究部門，2大阪大学大学院歯学研

究科 有床義歯補綴学・高齢者歯科学講座，3大阪大学歯学部附属病院 医療情報室 
 

１月２８日（日） 

口演発表２ デジタル (9:00-9:30) 

座長 小正 聡（大阪歯科大学） 

 

OP4．バーチャルフェイスボウトランスファーの信頼性に関する研究 

  〇津守佑典，佐藤正樹，藤井孝政，糸田昌平，山崎光葉，小島理恵，田中順子，柏木宏介 
  大阪歯科大学有歯補綴咬合学講座 

 

 

OP5．口腔内スキャナーによって得られた咬合接触面積の基準関連妥当性の検討 

  ○堀 圭佑 1，川野祥惟 1，山本真由 1，鳥井克典 1，末瀬一彦 2，田中順子 1，柏木宏介 1 
  1大阪歯科大学有歯補綴咬合学講座，2奈良県歯科医師会 
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OP6．LCD 方式 3Dプリンタにおける造形角度と層厚が義歯床の精確さに及ぼす影響 

  ○水川祐子，川本章代，小室聖子，髙橋一也 
   大阪歯科大学高齢者歯科学講座 

 

 

口演発表 3  インプラント 咀嚼 (9:30-10:10) 

座長 豆野智昭（大阪大学） 

 

OP7．高度な顎堤吸収を伴う多数歯欠損の患者に３D顎骨モデルを活用してインプラント治療を行

った症例 

○池田勇登，森永健三，寺西祐輝，上住隆仁，上住卓，九鬼ゆり，吉川豪，瀬尾仁，明田晃

典，松川和生，小林寛貴，草野薫，馬場俊輔 
大阪歯科大学歯学部口腔インプラント学講座 

 

OP8．メインテナンス時の機械的歯面清掃がインプラントのアバットメント表面に与える影響 

  〇竹内聖太郎 1，森永健三 1，寺西祐輝 1，Daniele Botticelli1,2，中島康 1，草野薫 1，馬場俊輔 1 

  大阪歯科大学歯学部口腔インプラント学講座 1， ARDEC Academy2 

 

OP9．歯牙欠損に対する補綴治療が効用値に与える影響 

  〇中谷賢祐，寺西祐輝，泉谷剛行，高蓓媛，森永健三，草野薫，馬場俊輔 

  大阪歯科大学歯学部口腔インプラント学講座 

 

OP10．顎運動モーションキャプチャによる咀嚼運動パターンが咀嚼能力に及ぼす影響について 

  ○油谷征彦，奥野健太郎，今岡正晃，小渕隆一郎，髙橋一也 

  大阪歯科大学高齢者歯科学講座 
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専門医ケースプレゼンテーション (13:30-15:00)  

 

CP 1．残遺孔を有する口唇口蓋裂患者に対して顎義歯にて補綴治療を行った症例 

  ○來田 百代 

大阪大学大学院歯学研究科 有床義歯補綴学・高齢者歯科学講座 

 

CP 2．著しい顎堤吸収を呈する無歯顎患者に対し閉口機能印象により全部床義歯を製作した症

例 

  〇室谷 有紀 

大阪大学大学院歯学研究科 有床義歯補綴学・高齢者歯科学講座 

 

CP 3．頬粘膜癌切除後の開口障害を伴う上下顎無歯顎患者に対して全部床義歯を製作した症例 

  〇伏田 朱里 

大阪大学大学院歯学研究科 有床義歯補綴学・高齢者歯科学講座 
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特別講演                             日歯生涯研修事業用研修コード 2699 

 

座 長：髙橋一也 (大阪歯科大学) 

◆ 美しい撤去 ～安心・安全で効率的な理論と実践～ 

                    講 師：佐藤裕二（昭和大学名誉教授） 

          

 歯科治療において補綴装置などを取り除くことは，歯科医師の敗戦処理と言えます．なるべくスマ

ートに行いたいものです．全部を削り取ってしまう「除去」ではなく，なるべく削らずに「撤去」する方

が，費用，時間，環境にとって有益です．「撤去のコツ」は，教科書に書いてありません．どの部分

にどのような切削を行い，どのような器具を用いて，どの程度の力を加えるかの組み合わせは無限

にあり，適切な方法は症例によりさまざまです．理論を知った上でコツを学び，アート＆サイエンス

である「撤去」を楽しんでほしいものです．安心・安全・効率的な撤去が「美しい」です． 

 撤去のために考えるべき事項としては，物理的な理論を理解しておくことです．力をどのように加

えると，安全に効率的に撤去できるかと言うことです．なるべく撤去物とセメント間に引張り力を生じ

させることがポイントです．3本の連結クラウンを撤去する際に，近心のクラウンは遠心側に切れ目

を入れ，遠心のクラウンには近心側に切れ目を入れます．こうすることで，連結部を切断せずに撤

去でき，テンポラリーとしても使えます．詳細に関しては拙著「美しい撤去」も参考になります． 

 様々な撤去器具を知っておき，適材適所で使い分けることも重要です．販売中止の器具もありま

すし，最新の器具もあります．適切な使用法を理解した上で，トレーニングを行ってから実際の臨床

応用をすることが重要です． 

 状況に応じた美しい撤去のためには，様々なケースの撤去方法を知った上で，最適な器具を安

全に使うことを常に考えて工夫することが重要です．インレー，クラウン，ブリッジ，ポスト，テンポラリ

ー，義歯などです．さらに，新しい材料（チタン，ジルコニア，ファイバーポストなど）に関する情報を

仕入れておくことも重要です． 

 

略 歴 

1982 年 広島大学歯学部卒業 

1986 年 広島大学大学院（歯科補綴学１）修了・歯学博士 

1986 年 歯学部附属病院助手 

1988 年～1989 年 アメリカ合衆国 NIST 客員研究員 

1990 年 広島大学歯学部講師（歯科補綴学第一講座） 

1994 年 広島大学歯学部助教授 

2002 年 昭和大学歯学部教授（高齢者歯科学） 

2019 年 日本老年歯科医学会理事長(2年間） 

2023 年 昭和大学名誉教授・さとう歯科院長 
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教育講演                               日歯生涯研修事業用研修コード 2608 

 

座 長：柏木宏介 (大阪歯科大学) 

◆ 義歯治療のアウトカムを測る ー機能と患者満足度ー 

 講 師：小野高裕（大阪歯科大学高齢者歯科学講座教授） 

          

 近年，口腔機能低下症や有床義歯治療において咀嚼能力，咬合力，舌圧などの咀嚼機能関連

検査が導入されているが，歯科医療界全体での普及度はまだまだ低い．この背景として，導入コス

トや手間がかかる割に点数が低いという事情もあるが，何よりもまず，検査をすることで何がわかる

のか，検査結果をどう解釈し，どのように患者に説明し，最終的にどう患者満足度に結びつけるか

など，医療者が納得して検査を導入するための情報が不足しているのではないだろうか． 

 「噛みにくい」あるいは「噛めない」ことを自覚し，義歯治療を希望して来院した患者に対して，咀

嚼能力低下の把握（①），治療の目標設定（②），治療後の回復度の確認（③）を行う上で咀嚼能力

検査は有効な手段である．それは単に客観的な検査値を提供するだけでなく，①においては自分

の咀嚼に対する患者の受け止め方を推測する資料となり，②においては患者が治療効果と限界を

予測する資料となり，③においては患者がそれらを受容する手助けとなり，術者が自らの治療を自

己評価する資料となる．これら一連の流れが最終的にどのように患者の満足度に結びつくかが示さ

れれば，機能検査の意義は医療者にとっても十分認識できるものになるだろう． 

 しかし，歯科治療に対する満足度には患者の性格，価値観，経験値などが反映されるため，正確

に予測することは容易ではない．治療効果が患者満足度を高めることによって築かれる信頼関係

はさらに効果的な治療の提供に結びつくことからも，治療アウトカムを患者側の主観的尺度（食品

摂取状況，満足度，QOLなど）と術者側の客観的尺度（機能評価）の多軸的評価によって測ること

は重要である．また，評価の結果を正しく理解し，治療や指導において適切な対応をとるために

は，それぞれの尺度に影響する因子や尺度間の相互関係について理解しておく必要がある．さら

に，主観的評価と客観的評価に乖離が見られる場合は，その原因について探索しなければならな

い．今回の講演では，これらの項目について，最近の研究成果をもとに解説する． 
 
略 歴 

1983年 広島大学歯学部卒業 

1987年 大阪大学大学院歯学研究科修了（歯学博士） 

1988年 大阪大学歯学部助手（歯科補綴学第二講座） 

1995年 大阪大学歯学部附属病院講師（第二補綴科） 

1998年 大阪大学歯学部助教授（歯科補綴学第二講座） 

2000年 大阪大学大学院歯学研究科助教授（顎口腔機能再建学講座） 

2005年 大阪大学臨床医工学融合研究教育センター助教授（兼任） 

2009年 大阪大学先端科学イノベーションセンター准教授（兼任） 

2014年 新潟大学大学院医歯学総合研究科教授（包括歯科補綴学分野） 

2017年 新潟大学評議員，同医歯学系副学系長，同歯学部副歯学部長 

2023年 大阪歯科大学専任教授（高齢者歯科学講座），新潟大学名誉教授 
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座 長：川本章代 (大阪歯科大学) 

◆ 咀嚼と栄養の科学：歯科の視点から 

講 師：長谷川陽子（新潟大学大学院医歯学総合研究科包括歯科補綴学分野） 

          

咀嚼は，食物を消化・吸収し，体に必要な栄養素を摂取する過程に重要な役割を果たします．

良く噛んでゆっくり食べることが推奨されていることは，世間的にもよく知られていますが，推奨され

る理由はあまり知られていません．良く噛むと，一口あたりの咀嚼回数が増加するため食事時間が

延長するだけでなく，満腹感に関連する腸内ホルモン分泌により食物摂取量が減少し，結果的に

高血糖や肥満など生活習慣病発症が抑制されます．さらに良く噛むと，食事の効率的な消化と栄

養吸収が向上します．良く噛むことで食物が細かく砕かれ，唾液との混合が促進されます．唾液に

は消化酵素が含まれているため，良く噛むことで炭水化物の分解効率が高まります．また，食物が

細かく砕かれて胃腸に搬送されると，腸内酵素が働きやすくなり胃腸の負担が軽減されるだけでな

く，栄養吸収効率が増加します．以上のように良く噛むことへの効用は高く，咀嚼できる口腔作りに

歯科医師が貢献することは医療者としての重要な使命と言えるでしょう．また歯科医師が咀嚼と栄

養のつながりを理解し，咀嚼能力を向上させる歯科治療に取り組むだけでなく，患者に対して栄養

指導を行うことは，患者の生活の質（QOL）を向上させるためにも健康寿命を延伸させるためにも有

効だと考えます．そして，高齢者の健康寿命延伸と QOL向上のためには，疾病発症を予防するこ

とが鍵だとされています． 

 このセミナーでは，咀嚼と栄養の関連性についてすでに報告されている科学的エビデンスを概説

し，これらを臨床で活かす方法についてご提案したいと考えています．また，私が 2016年から参画

している兵庫県丹波篠山地域での高齢者調査のデータを用いて高齢者の栄養状態とその特徴を

解説し，口腔との関連性についてご説明いたします．高齢者における栄養状態の低下は，筋力や

体力の減少だけでなく，免疫機能を低下させフレイルの発症・進行に寄与する要因として知られて

いますが，高齢者が必要な栄養を摂取するために歯科医療が提供すべきアプローチを，私達が得

たエビデンスを交えて御紹介したいと思います． 
 
略 歴 

2005年 大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能再建学講座 博士課程修了 
2005年 大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能再建学講座 研究生 
2006年 大阪大学歯学部附属病院 咀嚼補綴科 医員 
2010年 兵庫医科大学歯科口腔外科学講座 助教 
2012年 モントリオール大学医学部 客員研究員 
2013年 兵庫医科大学歯科口腔外科学講座 講師 
2017年 新潟大学医歯学総合病院義歯診療科 講師  

兵庫医科大学 非常勤講師，大阪大学歯学部 招聘教員 
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令和 5 年度公益社団法人日本補綴歯科学会 

関西支部学術大会併催 

生涯学習公開セミナーアンケート 

 

令和 5年度関西支部学術大会併催生涯学習公開セミナーの企画に関し，会員の方々

からのご意見を頂戴し，次回以降のプログラム立案に活用いたしたく存じます．ご

協力のほど，よろしくお願いいたします．なお，アンケートは下記 QRコードをス

マートフォン等で読み込み，各項目についてご入力ください.  

 

 

https://forms.gle/of5BbW6A79MRPPcN9 
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 本誌を複写される方に  

本誌に掲載された著作物を複写したい方は，(社)日本複写権センターと包括複写許諾契約を 

締結されている企業の従業員以外は，図書館も著作権者から複写権等の行使の委託を受けて 

いる次の団体から許諾を受けて下さい.  

著作物の引用・転載・翻訳のような複写以外の許諾は，直接本会へご連絡下さい.  
〒 107–0052 東京都港区赤坂 9–6–41 乃木坂ビル 

      一般社団法人 学術著作権協会  
FAX:03–3475–5619 E-mail:info@jaacc.jp 

ただし，アメリカ合衆国における複写については，次に連絡して下さい. 

Copyright Clearance Center, Inc. 

222 Rosewood Drive, Danvers, MA 01923, USA 

Phone:978–750–8400 Fax:978–646–8600  

 

 日補綴会誌への投稿方法  

投稿希望の方は，下記の URL をご参照のうえ，  

ご不明な点は学会事務局(電話:03–6722–6090)までお問合せください. 

 http://www.hotetsu.com/t1.html  

 

日本補綴歯科学会誌 15巻 関西支部学術大会特別号 

令和 6年 1月 25日発行 

  発 行 者  窪木 拓男 

  編   集  公益社団法人 日本補綴歯科学会  
         学会ホームページ  http://www.hotetsu.com/  

         〒 105–0014 東京都港区芝 2 丁目 29 番 11 号  
               高浦ビル 4 階  

         公益社団法人 日本補綴歯科学会  
         電 話 03(6722)6090 

本誌を複写される方に 

日補綴会誌への投稿方法 



令和5年度 (公) 日本補綴歯科学会関西支部学術大会
事務局：〒540-0008 大阪府大阪市中央区大手前1-5-17

大阪歯科大学 高齢者歯科学講座
Tel：06-6910-1521，Fax：06-9610-1050
E-mail：jps-kansai@cc.osaka-dent.ac.jp


	表紙 3 (1)
	令和５年度抄録集原稿　学会後に編集委員会に提出分



